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肺
世
紀
は
「
大
き
な
思
想
」
の
時

代
だ
っ
た
。
「
大
き
な
」
と
は

死
を
も
賭
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
2
1
世
紀
は
示
さ
な
心
」

の
時
代
で
あ
る
。
「
小
さ
な
」

と
は
個
人
あ
る
い
は
家
族
を
大

切
に
す
る
意
味
だ
。
社
会
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
は
「
権
威
あ
る
代
理

制
」
か
ら
「
個
人
の
直
接
参
加

制
」
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
権

威
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
、
。
個
人

の
参
加
を
推
進
し
て
い
る
の
が

Ｉ
Ｔ
革
命
で
あ
り
、
個
人
参
加

を
原
則
と
し
た
Ｎ
Ｏ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
世
界
的
な
影
響
力
を
形
成

し
て
き
て
い
る
。

多
宗
教
、
多
文
化
の
国
際
社
会
に
お

け
る
2
0
世
紀
か
ら
2
1
世
紀
へ
の
課
題

と
な
っ
た
が
、
日
本
の
特
徴
と
特
性

を
踏
ま
え
て
世
界
が
理
解
し
て
く
れ

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は

「
平
和
と
相
互
扶
助
」
と
確
信
す
る
。

　
　
平
和
と
は
家
族
の
今
日
の
生
活

　
　
と
明
日
の
希
望
が
実
現
で
き
る

状
況
で
あ
り
、
こ
の
平
和
を
阻

害
す
る
要
因
と
し
て
戦
争
、
災

害
そ
し
て
貧
困
な
ど
が
横
だ
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
精
神
と
し
て
相
互
扶
助
か
あ

り
、
相
互
扶
助
に
よ
る
活
動
で

得
ら
れ
る
「
尊
敬
と
信
頼
」
の

入
閣
関
係
こ
そ
が
、
一
。
多
様
性

の
共
存
」
を
推
進
で
き
る
。
す

な
わ
ち
「
小
さ
な
心
」
に
よ
る

　
「
多
様
性
の
共
存
」
へ
の
試
み

だ
。
　
　
元
老
な
思
想
」
が
啓
典
の

上
フ
ン
を
信
じ
る
民
）
に
よ
っ
て

提
示
さ
れ
て
き
た
歴
史
は
注
目
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
同
時
に
非
啓

典
の
民
（
仏
教
徒
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
、

儒
教
信
者
ら
）
の
考
え
を
理
解
す

る
こ
と
は
、
日
本
の
2
1
世
紀
の
国

際
貢
献
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素

と
な
ろ
う
。

　
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
の
要
諦

は
、
2
1
世
紀
の
国
際
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
人
材
の

育
成
に
あ
る
。
「
多
様
性
の
共
存
」

に
向
け
た
問
題
解
決
の
方
法
論
と

し
て
、
「
大
き
な
思
想
」
と
「
小
さ

な
心
」
の
二
つ
の
考
え
を
機
軸
に
、

海
外
と
連
携
し
な
が
ら
、
優
秀
な
人

材
を
育
成
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い

と
念
頭
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
校
の

あ
る
哲
多
町
の
地
域
活
性
化
に
寄
与

で
き
れ
ば
本
望
で
あ
る
。

　
（
ア
ム
ダ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代

表
、
題
字
は
筆
者
）

公設国際貢献大学校

「
多
様
性
の
共
存
」
は
多
民
族
、

民
（
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
、
コ
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